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森林ワーキングホリデー
次世代継承を目指した欧州式保全活動と
地域活性化活動

X

NPO埼玉ハンノウ大学+ノヴァ（株）でトライアルプログラム実施予定

(仮称）







県排出量
4,109万t

（2018年度）

産業・業務部門
1,650万トン
（40％）

家庭部門
915万トン
（21％）

運輸部門
927万トン
（23％）

廃棄物
工業プロセス

その他温室効果ガス

カーボンニュートラル実現
の主な要素

省エネ・省資源の徹底

再エネの利活用

CO2吸収源の確保

森林の持つ主な保全機能

水源の涵養

生物多様性の保全

CO2の吸収・貯蔵

 分科会テーマ「水とみどりを守り育む」視点

「CO2の吸収」を軸とした森林の

活性化が必要

SDGs目標達成は、
カーボンニュートラル実現につながる

県内民有林人工林の林齢別面積

炭素吸収量
は3分の1に

炭素吸収量
3.3t/ha・年

炭素吸収量
1.1t/ha・年

 カーボンニュートラル実現に向けた視点

企業の取組や県民一人一人の

「行動変容」が重要

検討の視点



step1

参加者からの自由提案
step2

3つのテーマによる検討
step3

結合したアイデアによる検討

県産材利用のメリットを
利用者に示せる取組や

事業 カーボンニュートラルは
我々一人一人の課題。
県民に何ができるか

埼玉県版のカーボン
ニュートラル商品の認証
制度ができないか 中小企業も含めた

省エネ・創エネの取組。
インセンティブの付与

カーボンニュートラルや
森林に貢献する製品の
表示による消費者への

意識付け etc

森林整備における
課題とその解決策

カーボンニュートラルに
貢献する製品の
認証制度づくり

カーボンニュートラルの
取組を中小企業も含め
県全体に広める手法

ポイント制度を活用
して県民（需要）
と企業（供給）の
環境配慮型による
行動変容を促進

森林整備促進、県産材利用

カーボンニュートラル
貢献商品、

県民一人一人に
何ができるか

中小企業の動機付け、行政のインセンティブ



 効果広報
1ポイント＝1円として

10ポイント
でコバトンの
ぬいぐるみLと
同じ重さの
CO2吸収量

17万ポイント
で1世帯の
年間CO2
排出量と同じ吸収量

【広報例】

【導入】

【活用】 「食とくらしのグリーンライフポイント推進事業」（環境省）

県民

環境への
貢献

森林の整備・
適正管理への充当

【原資】

県産材
の活性化

CO2吸収
量の増加

県認証

企業 還元

ポイントの
一部寄付

ポイントの
一部還元

ポイントを
加算付与

貯めると
お得な特典

例）県施設入場券
県産木材製品

売上等
の寄付

供給促進
（ゼロカーボン商品、
地産地消製品等）

需要促進
（環境配慮への

行動変容）

行政支援

購買行動

生活行動

製造・販売

ｻｰﾋﾞｽ提供

埼玉版SDGs推進アプリ
「S3エスキューブ」

・ 日々の生活・行動の中で実践
・ ポイント還元で“楽しく“継続
・ ポイント寄付で環境貢献実感

・ ゼロカーボン商品等の提供促進
・ 環境貢献で企業PR・経営力向上
・ 森林CO2吸収還元でｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ

・ 取組の効果を分かりやすく広報
・ 県民・企業の取組を後押し
・ 市町村とも連携し好循環創出

きっかけ

ポイント制度で
行動変容の好循環  効果想定

仮に1,000万円の寄付で
整備した森林のCO2吸収量
を算出した場合※

約160t-CO2/年
※ 「県森林CO2吸収量認証制度」より
（入間地区・スギ・7齢級・20年生超、
農林公社管理費）

ポイント
（Pカード、地域通貨）



Step1

Step2

Step3

取り組みやすい
スキームから

県民の環境配慮行動
（単発的な購買行動から）

企業のカーボンニュートラル貢献商品・サービス提供
（SDGs官民連携プラットホーム企業など）

県民の環境配慮行動
（継続的な生活行動へ）

企業の更なる参画促進
（登録認定商品のスキームを検討）

県民の環境配慮行動や
企業のカーボンニュートラル貢献商品・サービスが
当たり前に根付いた社会へ

定着、発展を
目指して

目指す姿

現状

2030年

2050年

SDGs達成目標

カーボンニュートラル
達成目標

SDGs目標達成
の先にある
カーボンニュートラル
の実現を目指して

当部会の
検討取組
（ポイント制度）



水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

事務局（発表者）：河川環境課

県河川環境課 県水環境課 県公園スタジアム課 （一社）埼玉県浄化槽協会

（株）E-PAND 明治安田生命保険相互会社 （株）コミュニティネット

（公財）日本釣振興会埼玉県支部 マルキユー（株） （株）シンプランニング

（株）テレビ埼玉（海と日本プロジェクトin埼玉県実行委員会） （株）PARQUE

（公財）埼玉県生態系保護協会 毎日興業（株） （株）ヴェルペンファルマ

東松山市 獨協大学経済学部国際環境経済学科米山ゼミ （株）埼玉りそな銀行

（株）８０％ （特非）埼玉ハンノウ大学 （株）CAWAZ （株）温泉道場

古河産業（株） （株）ブルーオーシャン研究所 （株）Akinai

ふじみ野オープン交流会 （株）住田工務店 （一財）埼玉しあわせ未来基金

ニッコー（株）埼玉工場 （株）アイエフラッシュ （株）ナレッジステーション

GSRコンサルティング（株） ＭＥＴ Ｄｅｓｉｇｎ Ｈｏｍｅ（株） （株）スキーマ

構成メンバー（34者）

＜１＞



部会における背景・課題等について

＜２＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

◼ スウェーデンの環境学者、ヨハン・ロックストローム博士による“SDGsの概念”

◼ 「経済」は、生活や教育などの社会条件により成り立ち、「社会」は最下層の「環境」、つまり自然環境により成り立つ

SDGsのベースは環境

水とみどりを守り育む
ことは非常に重要なこと

＝

【背景】

環境学者
ヨハン・ロックストローム博士



部会における背景・課題等について

＜３＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

①企業等のアイデアを水辺活用や公園経営に活かした賑わい創出と
共に地域住民や企業等による水辺の保全と経済活動の両立が必要

②新たな水辺活用・公園経営のアイデアや地域振興ノウハウを持つ
企業・団体等と川との共生を目指し水辺を大切に利活用したい
企業・団体の発掘・連携が求められている

【背景・課題】

→持続性する新たな官民連携協働スキームの構築が必要



メンバーからの意見・アイデア等について

＜４＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

「オーダーメイドの水辺づくり」に企画段階から企業参画
○カフェ、レストラン、ＢＢＱ施設、キャンプ場、有料釣場の設置・運営

○太陽光発電、小水力発電など川を活用した再エネ活用で地域振興

○利活用が見込まれる調節池の水質浄化、アオコ対策など

リバサポ でマッチング
○川を守るSDGsの取組や水辺空間でのビジネスに取り組んでみませんか？

公園や動物園での魅力向上、環境改善における連携
○池の水質浄化、樹林の間伐など、公園の課題を解決する取組

○カフェ、レストラン、ＢＢＱ施設、子供の屋内遊び場などの設置・管理・運営

【行政の取組から連携提案】



メンバーからの意見・アイデア等について

＜５＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

・キーワード（連携、マンパワー、教育、広報、環境保全）
地域振興、シビックプライド、マイクロツーリズム、まちづくり会社、DMO、
パークPFI、マッチング・ハブ、再生可能エネルギー、ワーケーション、
ボランティア、茶屋、水辺のアクティビティ、釣り場整備、川育、釣育
水辺環境美化、水質改善・維持・保全、自然・環境教育、浄化槽広報、芸術振興

・個別テーマを設定→グループ分け

・具体的なフィールド（河川・公園）でプロジェクト立上げ
入間川 （飯能河原） ブランディング、教育、交流、ハブ、環境保全
高麗川 （巾着田周辺） 地域振興、ワーケーション、交流、再生可能エネルギー
新河岸川（寺尾調節池） 茶屋、水辺のアクティビティ、教育、交流
大宮公園 魅力アップ、ボート池浄化、パークPFIなど多様な主体の運営

・リバサポによるマッチング 改めて自然環境保全の視点を



部会で検討された新たな事業・取組等について

＜６＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

魅力的な水辺空間が県民の大切な財産として

守り育てられ、人々がにぎわう埼玉の豊かな川

●川の国埼玉の将来像

●現状・課題

○治水安全を前提とした河川空間の利活用

○広大なスペースを活用した地球温暖化対策の推進

○多様な主体と連携した水辺空間の美化や保全

プロジェクト河川の目的
環境、社会、経済の三側面から豊かな自然と

共生しながら持続的に発展する埼玉の実現

令和3年度の取組

○入間川 （飯能河原）
地域課題解決、ブランディング
部会メンバーから飯能市へ
利活用・教育・環境保全の提案
フィールドワーク

○高麗川 （巾着田周辺）
現地での部会開催
地域振興、ワーケーション、川とサウナ
日高市から水辺deベンチャーへ申請

○新河岸川（寺尾調節池）
身近な河川からの提案、マッチング
川越市へ地域課題解決提案、フィールドワーク



部会で検討された新たな事業・取組等について

＜７＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

多くの人が愛着を感じ、多用な主体による公園運営が

実践され、大宮公園の魅力がさらに高まっている。

●大宮公園の将来像

●現状・課題

〇池の水質悪化により、悪臭や景観に対する苦情

〇多用な主体による公園運営がなされていない

プロジェクト大宮公園の目的
〇悪化した池の水質の改善、維持

⇒かいぼりの実施

〇修景池を活用したにぎわいの創出

⇒貸しボート事業の復活

令和3年度の取組
〇かいぼり実施の検討
・先進事例調査（上尾丸山公園）
・氷川神社内（ほたるの会）講習会参加
・大宮アルディージャとの協力体制の確立

〇貸しボート事業の検討
・さいたま市観光国際協会との調整

将来イメージ（大宮公園グランドデザイン）

かいぼりの効果を確認するため継続してモニタリングを実施



部会で検討された新たな事業・取組等について

＜８＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

明治安田生命保険相互会社埼玉本部・越谷支社
から車いす利用者のヨット乗降用リフト寄贈

SAITAMAリバーサポーターズプロジェクト
リバサポによるマッチング



部会で検討された新たな事業・取組等について

＜９＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

SAITAMAリバーサポーターズプロジェクト
リバサポによるマッチング

リバービーチキャンパス第一弾
筏づくりとはじめての川釣り



本分野における今後の展開について

＜１０＞
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

河川においては、今年度のプロジェクト箇所の事業化と
新たなフィールドでの展開に官民連携プラットフォーム部会を活用
していきます。

公園では大宮公園でのプロジェクトの進捗と多様な主体による公園
運営の検討を進めていきます。

これらの事業展開にリバサポによるきめ細かいマッチングを活用し
水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用を盛り上げていきます。


